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ＡＲＩＢの動き

第２４回通常総会の報告

第２４回通常総会（議長は野間口会長（三菱電機株式会社 取締役会長））

去る６月２７日、ホテルニューオータニにおいて第２４回通常総会が開催さ
れ、平成１８年度の事業報告及び収支決算、役員の選任等について審議し、事
務局提案のとおり議決して、滞りなく終了しました。
第２４回通常総会において、議決された事項の概要は、次のとおりでありま
す。

１ 平成１８年度事業計画及び収支決算について
(1) 事業報告

当会の設立１２年度目である平成１８年度は、通信・放送分野における
電波の利用に 関する調査研究、研究開発、照会相談業務等のコンサル
ティング、情報提供業務、普及啓発事業、電波利用システムの標準規格
等の策定・改定、関連外国機関との連絡及び特定周波数変更対策業務を
実施したが、各事業とも順調に遂行することができました。
すなわち、調査研究関係としては、(1)ＩＭＴ－２０００、ＩＭＴ－２０



００の後継システム及びブロードバンドワイヤレスアクセスに関する調
査研究を始め６件の調査研究、(2)重要無線通信の高密度利用技術に関す
る調査検討を始め１１件の電波有効利用試験研究及び(3)ＩＴＳ情報通信
システムの国際展開に関する調査研究を始め１０件の受託調査を行いま
した。
研究開発関係としては、デジタル放送システムを始め３件の研究開発を
行いました。
照会相談業務関係としては、無線回線及び伝搬障害防止に係る照会相談
業務について２，７８９件の申込みを受け２，７４６件の処理等を完了
しました。
情報提供業務関係としては、電波関係告示、ＡＲＩＢ標準規格等のデー
タベースの整備を行うとともに、電波の有効利用に資する情報をイン
ターネットにより提供しました。
普及啓発事業関係としては、電波功績賞として総務大臣賞に４団体、社
団法人電波産業会会長賞に４個人・３団体をそれぞれ表彰し、ＡＲＩＢ
機関誌を５回、ＡＲＩＢニュースを４９回それぞれ発行し、電波利用講
演会を３回、電波利用懇話会を４回それぞれ 開催し、会員を始め電波関
係者に電波の利用に関する情報の提供を行いました。
標準規格の策定関係としては、ＵＷＢ(超広帯域)無線システム標準規格
等５件の標準規格等の策定を行うとともに、地上デジタルテレビジョン
放送運用規定技術資料の改定を始め４１件の標準規格等の改定を行いま
した。
特定周波数変更対策業務としては、全国の２９か所の現地事務所を拠点
に、引き続きアナログ周波数変更対策業務を実施し、４０９局の送信設
備及び一般受信者の約５６万世帯の受信対策を実施したことにより約４
７１万世帯の対策を完了することができました。
特定周波数終了対策業務としては、平成１６年度に指定を受けた業務を
平成１７年度に完了し、平成１８年度は新たな指定が無かったため、行
いませんでした。
平成１８年度も各事業計画を順調に遂行することができたことは、会員
のご協力及び関係各機関のご支援、ご協力の賜であり、厚く謝意を表す
るものであります。

(2) 収支決算
平成１８年度の収支計算書の総括表は別紙に掲げるとおりであります。
（別紙 貸借対照表総括表、正味財産増減計算書総括表、収支計算書総括
表を参照）

２ 役員の選任について
平成１９年６月３０日をもって現役員の任期が満了することに伴い、平成
１９年７月１日から平成２１年６月３０日までの任期の役員が次のとおり
選任されました。
（別紙 役員名簿を参照）



３ 電磁環境委員会規程の一部改正について
電磁環境委員会の体制強化を図るため、副委員長を３名以内置くことと
し、また、顧問を置くことができるよう規程の一部改正が行われました。

４ その他
(1) 普及委員会の名称変更について

「普及委員会」は「普及戦略委員会」と改称されました。
(2) 大阪支所の廃止について

無線回線に係る相談業務及び伝搬障害防止に係る相談業務については、
本所のほか大阪支所においても実施してきましたが、本所の業務として
統合して行っても支障がない見通しがついたので、大阪支所を廃止する
こととし、その準備を進めることとなりました。
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第１８回電波功績賞表彰式が開催される

去る6月27日、第24回通常総会に引き続き、第18回電波功績賞表彰式が開催さ
れ、総務大臣賞の受賞者の方々に田村総務副大臣から表彰状及び副賞が授与さ
れました。
また、社団法人電波産業会会長賞の受賞者の方々に当会の野間口会長から表彰
状及び副賞が贈呈されました。

１．総務大臣賞の表彰

(1) 「Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおける高速下りパケット伝送方式の開発・実
用化」

株式会社ＮＴＴドコモ ＨＳＤＰＡ方式開発グループ
代表 歌野 孝法 殿 (株式会社ＮＴＴドコモ 取締役常務執行役員研究開

発本部長)

移動通信システムにおいて、高速かつ高品質なパケット伝送を実現する
Ｗ－ＣＤＭＡシステムの高速下りパケット伝送(ＨＳＤＰＡ)方式の開
発、標準化及び実用化を行い、電波の有効利用に大きく貢献した。

(2) 「つくばエクスプレスにおける列車内高速インターネットアクセスシス
テムの実用化」

首都圏新都市鉄道株式会社 列車内高速インターネットアクセスシステム
実用化グループ

代表 原 喜信 殿 (首都圏新都市鉄道株式会社 参与 兼 経営企画部部
長)

インテル株式会社 列車内高速インターネットアクセスシステム実用化グ
ループ

代表 阿部 剛士 殿 (インテル株式会社 マーケティング本部本部長)

エヌ・ティ・ティ・ブロードバンドプラットホーム株式会社 列車内高速
インターネットアクセスシステム実用化グループ

代表 飯塚 正孝 殿 (エヌ・ティ・ティ・ブロードバンドプラットホー
ム株式会社 サービス開発部部長)

日本電信電話株式会社 列車内高速インターネットアクセスシステム実用
化グループ

代表 眞部 利裕 殿 (ＮＴＴアクセスサービスシステム研究所 主幹研究
員)

無線アクセスシステムにおいて、２.４GHz帯及び２５GHz帯の無線伝送
技術、高速ハンドオーバー技術等を効果的に組み合わせることにより、
高速で走行する列車内においてシームレスな高速インターネットアクセ
スシステムを実用化し、電波の有効利用に大きく貢献した。



２．社団法人電波産業会会長賞の表彰

(1) 「地上デジタルテレビジョン放送における放送波中継局用干渉除去装置
の開発・実用化」

日本放送協会 放送技術研究所 開発グループ
代表 濱住 啓之 殿 (日本放送協会 放送技術研究所 主任研究員)

日本放送協会 送信技術センター 開発グループ
代表 安藤 嘉高 殿 (日本放送協会 技術局送信技術センター)

日本無線株式会社 開発グループ
代表 梶 貴一 殿 (日本無線株式会社 通信機器事業本部 放送機ユニッ

ト開発チーム主任)

地上デジタルテレビジョン放送波中継において、ＯＦＤＭ信号のサブ
キャリア毎の高度な合成技術の導入により、干渉波を高精度に除去する
技術を開発・実用化し、電波の有効利用に大きく貢献した。

(2) 「ＤＶＢ－Ｓ２方式衛星通信用変復調器の実用化」

株式会社フジテレビジョン 技術局
　代表 藤井 秀奇 殿 (株式会社フジテレビジョン 技術局放送技術センター  

回線管制部デスク担当部長)

三菱電機株式会社 通信機製作所 通信情報システム部
　代表　木村　敏章　殿 (三菱電機株式会社 通信機製作所通信情報システ

ム部システム第４課長)

衛星映像伝送規格であるＤＶＢ－Ｓ２方式において、放送用ＨＤＴＶ
素材の４チャンネル伝送を可能とする衛星通信用モデムを実用化し、
電波の有効利用に大きく貢献した。

(3) 「ＥＶ-ＤＯシステムにおける一斉同報配信技術の実用化」

ＫＤＤＩ株式会社 ＢＣＭＣＳ開発グループ
代表 湯本 敏彦 殿 (ＫＤＤＩ株式会社 理事 コンシューマ技術統括本部

モバイルネットワーク開発本部長)

移動通信システムにおいて、同一の情報を複数のユーザーに同時に伝送
するＢＣＭＣＳ技術等の導入により、ＣＤＭＡ2000 １xＥＶ-ＤＯシステ
ムにおいて高品質な一斉同報配信サービスを実用化し、電波の有効利用
に大きく貢献した。



(4) 「電波遮蔽空間における地上デジタルテレビジョン放送再輻射システム
の実用化」

電波遮蔽空間における地上デジタルテレビジョン放送再輻射システム実
用化グループ

代表 田丸 修実 殿 (日本放送協会 技術局 送信・視聴者技術センター
チーフ･エンジニア)

地上デジタルテレビジョン放送において、遅延付加多重再輻射技術の開
発・実用化により、地下街等の電波遮蔽空間において安定した受信環境
の実現を図り、電波の有効利用に大きく貢献した。

(5) 「Ｋｕ帯ヘリコプター衛星通信システムの開発」

独立行政法人 情報通信研究機構 新世代ワイヤレス研究センター 宇宙通
信ネットワークグループ

代表 田中 正人 殿 (独立行政法人 情報通信研究機構 新世代ワイヤレス
研究センター宇宙通信ネットワークグループリー
ダー)

株式会社ＮＴＴデータ 第一公共システム事業本部 イメージソリューショ
ン統括部

代表 谷合 正史 殿 (株式会社ＮＴＴデータ 第一公共システム事業本部
イメージソリューション統括部長)

川崎重工業株式会社 航空宇宙カンパニー技術本部 ヘリコプタ設計部
代表 藤垣 勉 殿 (川崎重工業株式会社 航空宇宙カンパニー技術本部

)ヘリコプタ設計部部長
三菱電機株式会社 通信機製作所 通信情報システム部

代表 森 浩道 殿 (三菱電機株式会社 通信機製作所 通信情報システム
部部長)

衛星通信システムにおいて、ブレード同期方式等の技術開発により、非
常災害時等に重要となるヘリコプターと通信衛星間の円滑な通信を実現
し、電波の有効利用に大きく貢献した。



電波功績賞を受賞された皆様

受賞者を代表して歌野孝法殿のご挨拶

表彰式における
野間口会長のご挨拶

表彰式における
田村総務副大臣のご祝辞

表彰式における
羽鳥選考委員長のご挨拶



第１３４回技術委員会（通信分野）が開催される

第134回技術委員会（通信分野）が開催されましたので、その概要をお知らせ
いたします。

１ 日 時 平成19年6月28日(木) 午後2時から3時50分まで
２ 場 所 当会第3会議室
３ 議事概要

(1) 事務局から、ＶＨＦ／ＵＨＦ帯における電波有効利用方策に関する考
え方（案）について報告がありました。

(2) 事務局から、広帯域移動無線アクセスシステムの免許方針案について
報告がありました。

(3) 事務局から、ＩＣＴ国際競争力強化プログラムについて報告がありま
した。

(4) 事務局から、当会の平成19年度の事業スケジュールと最近の活動状況
について説明がありました。

編集後記

職場の仲間と１泊で尾瀬に行っ
てきました。鳩待峠から入っ
て、尾瀬ヶ原、尾瀬沼を経由し
て大清水に抜けるコースでし
た。あいにくの梅雨空で、カッ
パを脱いだり着たりの日々でし
たが、雨降りは雨降りで、しっ
とりと落ち着いた尾瀬でした。
１年ぶりの尾瀬です。筋肉痛が出たことは言うまでもありません。翌日の下半
身はuncontrollableでした。

（澤井 利和）
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